






1968年夏,北九州を中心として発生したPCB中毒事件は,油症についての彪大な医学的知見

を提供した。 

とりわけ小児の精神機能に関しても,いくつかの研究が報告された。山下は 13 例に精神運

動発達の遅れを指摘したが,山口らの報告には1例も認められず,顕著な精神障害をおこす

とは考えられていなかった｡しかし,原田らは 4 才から 14 才まで 127 名の児童について,6

年間追跡した結果,多くの症例で情意減弱,自律神経症状などを認め,24 例,18.9%に軽度の

精神逓滞を報告した。 

これらはいずえも急性中毒に関連した結果であり,本研究の調査対象とは厳密な意味で異

なっている可能性が考えられた。今回は慢性影響が疑われる児童について,精神発達を中心

とした精神医学的検索を試みた。 


